
2 0 2 5 年 4 月 2 8 日 

わじま熊プロジェクト実行委員会 

 

【関西初上陸】北海道×石川の職人がタッグを組

んだ“わじま熊”の誕生。輪島の蒔絵と木彫り熊の

コラボで、震災復興と未来をつなぐ 

 
2024年 1月の能登半島地震で甚大な被害を受けた石川県輪島市の伝統工芸「輪島塗」。長い歴史とと

もに受け継がれてきたその技術を絶やさぬようにと、北海道八雲町の木彫り熊職人・小熊秀雄さんと、輪島

塗の若手蒔絵師・大森晴香さんがタッグを組み、両地域の伝統工芸を融合させた作品「わじま熊」を制作し

ました。 

この“わじま熊”は、北海道で 100年以上の歴史を持つ郷土工芸「木彫り熊」と、輪島の塗師・蒔絵師が

丹念に仕上げる「輪島の蒔絵」が融合した、世界に一つだけのアート作品です。重厚感のある木彫りに、繊

細かつ鮮やかな蒔絵が施されることで、伝統と革新が見事に共存しています。 

 

 

地域を越えて、職人たちが手を取り合う。伝統を守る新たなカタチ 

 

このプロジェクトは、ただのコラボではありません。 

震災の影響で日常を失った輪島の蒔絵職人に新たな

挑戦の場を、そしてその想いに共鳴した木彫り熊の職人

が、その「土台」を彫り上げるプロジェクトです。 

 地域も技術も異なる二人の職人が、今「伝統を未来に

つなぐ」共通の想いでひとつの作品を作り上げました。 

また、これまで交流のなかった北海道と石川の工芸文

化が交差することで、地域の新しい魅力を発信するきっ

かけにもなっています。単なる復興支援を超え、日本の

手仕事文化の可能性を広げるアクションとして注目されています。 

 

 

クラウドファンディングで想いに共感する支援者の輪が拡大 

 

この取り組みは、クラウドファンディングにて支援を募集しました。120名を超える多くの支援者が集まり、

目標金額に向けて順調に広がりを見せています。 

展示会は北海道（八雲町/函館市）にてすでに開催し終わっており今後は、関西、関東、北陸など全国で

開催予定です。 



 支援者とのつながりを大切にしながら、実際に作品を見て触れられる機会を設けることで、伝統工芸の魅

力を五感で感じてもらうことができます。 

 

 

三体のわじま熊について 

 

3体の作品には、一つ一つコンセプトがあり、前を向いている熊は、震災から復興してこれらかも生きて

いくという願いが込められています。下を向いている熊の一つは震災の風景からインスピレーションをうけ、

山や星を模した悲しみと綺麗さを繋げるように描いたものです。 

3体の蒔絵の木彫り熊はぜひ 3体一緒に展示会で直接みてほしいと主催者は呼びかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

大阪ステーションシティにて展示会が開催 

 

関西初となる展示会が決定しました。展示だけではなく、八雲町や函館市、輪島の特産品も手に入れる

ことのできる物販コーナーも用意しております。 

 

「特別展示 八雲の木彫り熊、輪島の蒔絵と出会う展」 in大阪ステーションシティ  KITTE大阪  

日程：2025年 5月 17日（金）〜19日（日） 

展示時間：11:00～20:00 

場所：大阪ステーションシティ KITTE大阪 2F @JP cafe内にて 

（大阪駅直結 〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田三丁目 2番 2号 ） 

参加費：無料 

木彫り熊彫りワークショップ開催：17日 14:00- 17:00 /  18日 14:00-17:00   

申し込みは要予約：熊友工房 instagramにて DMか工房の電話にて予約 

https://www.instagram.com/yuyukoubou_yakumo/  

 

 

「伝統を守る」から「ともに育てる」へ。未来志向の支援のかたち 

 

大森さんはこのプロジェクトに関して「令和 6年元日に起きた能登半島地震で多くのものを失いました。

被害状況を目の当たりにして、これからの生活への不安としんどさがありました。それでも温かい言葉をか

けてくださる方、力になりたいと言ってくださる方々のおかげで「頑張ろう！」と少しずつ気持ちが前向きに考

えるようになった矢先に、奥能登豪雨にも見舞われ心が折れそうになりました。 

https://www.instagram.com/yuyukoubou_yakumo/


 そんな時震災後に下沢さんから、北海道の木彫りのクマに漆で装飾して作品を作らないかと連絡をいた

だきました。震災以降沈みがちだった気持ちが制作するにつれて元気になって前向きになれました。このコ

ラボは自分自身にとっても新しい挑戦、成長につながっていくと確信しています。制作はとても苦しい部分も

ありますが、楽しんでワクワクしながら制作しています、どうぞ楽しみにお待ち下さい！」というコメントを送っ

ています。 

 また、今回のプロジェクトは八雲町木彫り熊関係者の中でも話題になっており、既存の木彫り熊の概念や

伝統に対しても変化と革新を提案できるプロジェクトとなりうる可能性を秘めています。 

 コラボ作品の制作だけで終わらせず、伝統工芸品の担い手を増やしていくような取り組みに発展していく

ことを期待しています。 

 

 

 

【プロジェクト概要】 

プロジェクト名｜わじま熊プロジェクト 

大阪展示会協賛 ｜JR 西日本ステーションシティ株式会社 

展示会予定 ｜北海道、関東、関西、北陸ほか全国で順次開催予定 

 

【本件に関するお問合せ】 

わじま熊プロジェクト実行委員会 

担当者  ：下沢杏奈（代表） 

メール  ：annano1616@gmail.com 

公式 SNS  ：@wajimakuma_project 
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